
 

鹿児島市立坂元中学校いじめ防止基本方針  

いじめ問題への学校の教育目標 

○すべての生徒に「いじめは人権侵害であり，人として決して許される行為ではない」ことの理解を促し，生徒の豊かな情操と道徳心を培い，規

範意識の醸成と心の通う対人関係能力を育成する。 

○いじめの防止のための生徒の自主的な取組を支援するとともに，日頃から生徒との信頼関係を構築し，すべての生徒が安心でき，自己有用感や

充実感を感じられる学校生活づくりに努める。 

 

いじめ防止対策委員会 

 

 

内 容 

○年間計画の作成・実行・検証・修正の中核としての役割 

○いじめの相談・通報の窓口としての役割 

○いじめの疑いに関する情報や児童生徒の問題行動等に係る情報の収集と記録，共有を行う役割 

○緊急会議を開き，情報の迅速な共有，関係生徒への事実関係の聴取，指導や支援の体制・対応方針の決定，保護者との連

携といった対応を組織的に実施するための役割 

構 成 校長，教頭，生徒指導主任，学年主任，学年生徒指導係，養護教諭，教育相談係，スクールカウンセラー，関係機関 

  

ＰＴＡとの連携 

○学級ＰＴＡ，学年ＰＴＡ 

 家庭訪問 ，教育相談， 

 学校だより，学級通信， 

 

○幼少期からの家庭教育の大切さ

や同年代及び異年齢集団との積

極的な交流 

 

 

 

 

 

 

 

【年間計画】 

生徒関係・ＰＴＡ 職員関係 検証関係 

４月・「学校いじめ防止基本方針」の理解 

  ・ＰＴＡ総会での説明 

 

６月・いじめ防止啓発強調（ニコニコ月間）月間 

  ・いじめ防止標語募集 

・いじめに関するアンケート調査（記名式） 

７月・いじめ問題に関する実態調査 

  ・教育相談・三者面談 

・「学校楽しぃーと」実施 

  ・いじめに関するアンケート調査（記名式） 

 

９月・いじめ問題を考える週間 

  ・いじめに関するアンケート調査（記名式）   

 

11月・「学校楽しぃーと」実施 

・教育相談・三者面談 

  ・いじめに関するアンケート調査（記名式） 

 

 

 

２月・いじめに関するアンケート調査（記名式） 

３月・「学校楽しぃーと」（１，２年生の実施） 

 

 

４月・いじめ防止対策委員会 

 

 

５月・生徒指導事例研修 

 

 

 

７月・いじめ防止対策委員会 

 

 

８月・情報教育（ネットトラブル）等の研修 

９月・いじめ防止対策委員会 

   

   

 

 

12月・いじめ防止対策委員会 

 

 

   

   

３月・いじめ防止対策委員会 

 

 

 

４月・年間活動計画の検討，共通実践 

 

 

６月・いじめに関するアンケート調査の 

集約と対応 

  ・必要に応じて教育相談，保護者との連携 

７月・いじめ問題に関する実態調査 

  ・教育相談・三者面談のまとめ 

・「学校楽しぃーと」集約と対応 

 

 

９月・道徳教育・心の教育の充実を図るための

教材の検討 

 

11月・「学校楽しぃーと」集約と対応 

・教育相談・三者面談のまとめ 

 

 

 

  ・いじめに関するアンケート調査の 

集約と対応 

２月・いじめに関するアンケート調査の 

集約と対応 

３月・いじめに関するアンケート項目の見直し

と確認 

  「学校楽しぃーと」集約と対応 

市教委との連携 

○指導主事の派遣及び助言要請 

○いじめ問題対応チームの派遣及

び助言要請 

○研修等への講師派遣申請 

関係機関との連携 

○警察    ○民生委員 

○児童相談所 〇市教委員会 

○市福祉課 

学校の取組 

○未然防止 

 ・道徳教育・人権教育を通した人間関係集団づくり 

 ・自己存在感・自己肯定感を育む教育活動の推進 

 ・いじめ防止についての主体的な話合いと取組の推進（標語・

ポスター募集） 

 ・講演会等の実施による情報モラル教育の推進 

 ・教職員が子どもたちに日常的に関わる，触れあう姿勢の推進 

○早期発見 

 ・アンケート調査の実施 

 ・定期教育相談の実施（いつでも，どこでも，誰にでも） 

 ・発見後の第一報の徹底及びその後の体制確認 

○対応（全職員による共通理解，共通実施） 

 ・被害者，加害者からの適切な実態把握ケア及び指導，支援 

 ・教育相談，カウンセリングの実施 

 ・家庭並びに関係機関との連携 

※生徒指導部会（毎週月曜日） 

※いじめ防止対策委員会（随時） 

※教育相談の位置づけ 

※学校評価（年３回）の活用 

※生徒及び保護者との信頼関係づくり 

※職員間との密な連携 

※早期発見，具体的な対応，家庭との連携 

 

・一学期の成果と課題 

・二学期に向けての取組の確認 

・道徳教育の推進 

 

・二学期の成果と課題 

・三学期に向けての取組の確認 

・年間の取組の総括 

・次年度にむけての取組の確認 

 

・「学校いじめ防止基本方針」の共通理解 

・職員の意識調査 

 



 

１ 学校いじめ防止基本方針（具体的な対応） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめを認知した担任等は，校長，教頭，生徒指導主任，養護教諭等や同僚に相談し，学校としての対応策等を事前に

構築して，それぞれの立場で子どもや保護者に対応していくことを前提とする。 

“決して一人で問題等を抱え込まない”       （「いじめ対策必携」県教委Ｈ２３ 改訂版） 

 

 

校 長 

ＰＴＡ，相談機関，関係機関等 

○ 校内のいじめの実態とその指導状況の把握に努め，適切な対応について，全職員の理解を図る。 

○ いじめに関することについて校長に報告し，その指導の下に全校体制での取組を推進する。 

○ ＰＴＡや相談・関係機関との協力体制を確立し，開かれた学校づくりに努める。 

 

教 頭 

○ すべての生徒に愛情をもって平等に接し，望ましい人間関係の確立に努め，自己存在感や自己有用感が

感じられるように努める。 

○ 自分の学級にもいじめはあり得るとの認識で，生徒の日々の生活の中で，目配り，気配り，心配りに努

める。 

○ いじめのサインを捉えたり，いじめが発生したりする場合は，他の教職員との連携を図る。 

○ 生徒や保護者からの相談・訴えについては，どんな些細なことでも共感し，誠意をもって対応する。 

○ わかる授業づくりと生徒が参加，活躍できる授業の工夫を図る。 

学
級
・
教
科
担
任 

○ どの学級にもいじめはあり得るという認識をもち，学年全体で生徒の様子を見守り，日常的に丁寧な観

察と，学年内のいじめの把握に努める。 

○ 学年会等でいじめの情報を共有し，担任を中心に学年全体で問題解決に当たる。 

○ 学年内のいじめについて，生徒指導部や校長・教頭・生徒指導主任に報告する。また，他学年との連携

を図る。 

○ 学年の指導方針について，保護者の理解を深めるため，積極的に情報の収集や提供及び啓発に努める。 

学
年
部
会 

○ いじめ防止に関する措置を実効的に行う。 

○ 各学年の生徒の状況を把握し，いじめが発見された場合は，指導や支援の体制・対応方針の相談役とし

て努める。また，保護者との連携の中で担任のサポートに努める。 

○ 校長・教頭にいじめについて幅広い情報を提供し，率先して問題解決に当たる。 

○ 学校，家庭，地域一体となった指導を進めるため，関係機関・団体との連携を積極的に進める。 

生
徒
指
導
部 

○ 「心の居場所」づくりに努め，気付きにくい生徒の様々な実態把握に努める。 

○ 来室した生徒の心情を十分に受け止め，信頼され，安心できる保健室の雰囲気づくりに努める。 

○ 解決に向けて有効な対策を講じることができるよう，把握したいじめの情報を担任や生徒指導部，校長，

教頭に伝える。 

○ 家庭との連携を密にして，問題の解決に努められるよう，担任と十分な連携を図る。 

 ※保健室へ傷・けがなどの治療に来た際は，原因を確実に把握する。一部の生徒に多いようであれば，い

じめの可能性を考える。 

保 

健 

室 

○ いじめが発生したり，いじめのサインを捉えたりした場合は，担任や関係機関との連携を図り，組織で

対応する。 

○ 生徒や保護者からの相談や訴えについては，どんな些細なことでも誠意をもって対応する。 

○ 常日頃から，あいさつや言葉を掛けたり，休み時間に一緒に遊んだり，可能な限り生徒と積極的に触れ

合うようにする。 

○ 常日頃から保護者との信頼関係づくりに努める。 
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